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◇
展
示

〇
平
成
二
八
年
五
月
一
六
日
〜
六
月
一
〇
日

　
春
季
展
示
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
と
琉
球
使
節
の
「
江
戸
上
り
」」

〇
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
一
日
〜
一
一
月
一
一
日

　
企
画
展
「
東
日
本
大
震
災
５
年
　
近
江
商
人
と
み
ち
の
く
」

　
企
画
展
関
連
講
演
会
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
二
日
）

　
・「
中
井
家
文
書
に
み
る
江
戸
時
代
仙
台
の
災
害
」 

　
　               

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
　 

佐
藤
大
介
氏

　
・
展
示
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

青
柳
周
一

◇
開
催
の
記
録

　
史
料
館
で
は
、
琉
球
貿
易
図
屏
風
を
二
年
に
一
回
、
春
季
展
示
に
お
い
て
公
開

し
て
お
り
、
本
年
度
は
そ
の
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
回
の
春
季
展
示
で

は
、
琉
球
貿
易
図
屏
風
に
は
琉
球
か
ら
中
国
へ
派
遣
さ
れ
た
「
進
貢
船
」
と
、
琉

球
を
支
配
し
て
い
た
薩
摩
藩
の
船
が
共
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
、
近
世

の
琉
・
日
・
中
関
係
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
を
立
案
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日

本
と
沖
縄
、
ま
た
日
本
と
中
国
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
起
し
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
つ
つ
、
互
い
の
関
係
を
歴
史
的
に
振
り
返
り
、
現
状
を
捉
え
直
す
視

座
を
観
覧
者
へ
提
供
し
た
い
と
い
う
意
図
に
も
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
琉
・
日
関
係
史
に
つ
い
て
は
、
琉
球
が
日
本
へ
派
遣
し
て
い
た
「
琉
球
使
節
」

を
大
き
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
史
料
館
の
収
蔵
史
料
中
に
、
琉

球
使
節
が
近
江
国
内
の
中
山
道
を
通
過
し
た
際
の
記
録
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
可
能
な
企
画
で
あ
る
（
個
々
の
史
料
の
内
容
は
、
本
号
掲
載
の
青
柳
研

究
ノ
ー
ト
参
照
）。
展
示
の
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、
琉
球
使
節
関
連
史
料
と
琉
球

貿
易
図
屏
風
を
通
じ
て
、
近
江
と
い
う
地
域
に
は
琉
球
か
ら
訪
れ
た
人
び
と
と
直

に
接
触
・
交
流
し
た
歴
史
的
経
験
が
あ
り
、
ま
た
琉
球
を
窓
口
の
一
つ
と
し
て
近

江
を
含
む
日
本
全
体
が
中
国
と
結
び
付
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
観
覧
者
に
認

識
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
展
示
は
、「
江
戸
へ
向
か
う
琉
球
使
節
、
近
江
国
を
通
る
」、「
琉
球
貿

易
図
屏
風
と
北
京
へ
の
進
貢
使
」、「
柏
原
宿
「
万
留
帳
」
の
中
で
の
琉
球
使
節
」

と
い
う
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
近
世
の

琉
球
使
節
を
描
い
た
刷
り
物
や
、
琉
球
使
節
が
た
ど
っ
た
経
路
を
示
し
た
地
図
、

中
国
で
の
進
貢
使
の
経
路
や
福
州
に
設
置
さ
れ
た
「
琉
球
館
」
を
描
い
た
絵
図
な

ど
も
パ
ネ
ル
化
し
て
掲
示
し
、
観
覧
者
が
展
示
内
容
を
理
解
す
る
一
助
と
し
た
。

　
今
回
の
観
覧
者
数
は
五
六
〇
人
（
学
外
一
六
三
人
、学
内
三
九
七
人
）
で
あ
り
、

前
年
よ
り
一
八
六
人
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
よ
り
会
期
が
一
週
間
短
か
っ

た
こ
と
と
、
高
校
の
大
学
見
学
な
ど
に
よ
る
団
体
で
の
見
学
が
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
大
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
で
の
見
学
ク
ラ
ス
数
は
昨
年
同
様
で
あ
っ
た
。

　
今
回
か
ら
観
覧
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施

し
た
。こ
れ
は
「
か
ん
さ
い
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
で
の
企
画
へ
の
参
加
・
協
力
の
一
環
で
も
あ
る
。
開
催
回
数
は
計

七
回
で
、
参
加
者
は
平
均
九
人
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
よ
り
観
覧
者
数
が
減
少
し
て

い
る
通
り
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
集
客
増
に
結
び
つ
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

参
加
者
か
ら
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

　
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
拡
大
版
を
、
経
済
学
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プRed

〔Rethinking excessively for D
ocum

entation

〕
の
企
画
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ

彙
　
報
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ム
「
沖
縄
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
」（
六
月
九
日
）
に
組
み
込
ん
で
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
当
日
の
模
様
は
、
経
済
学
部
経
済
経
営
研
究
所
のH

P

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（ http://w
w
w
.biw
ako.shiga-u.ac.jp/em

l/kouenkai2016/FM
20160609.

htm

）。

　
秋
季
企
画
展
は
、
本
年
度
が
平
成
二
三
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
の
歴
史
を
史
料
館
収
蔵
史
料
に
よ
っ
て
振
り
返
る
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
立
案
し
た
。
こ
れ
は
、
N
P
O
法
人
宮
城
歴
史
資
料
保

全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
被
災
地
の
歴
史
再
生
叙
述
事
業
」
な
ど
、
被
災
地
現

地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
心
の
復
興
」
を
目
指
す
諸
事
業
に
触
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（
史
料
館
「
S
A
M
に
ゅ
う
す
」
四
五
号
参
照
）。

　
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
近
世
の
近
江
商
人
は
北
関
東
や
東
北
地
方
で
盛
ん
に

活
動
し
た
た
め
、
か
つ
て
の
商
家
に
伝
わ
る
史
料
群
中
に
、
被
災
地
と
な
っ
た
地

域
の
歴
史
が
記
録
さ
れ
た
史
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は

谷
口
兵
左
衛
門
家
文
書
と
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
か
ら
、仙
台
（
宮
城
県
仙
台
市
）

と
石
巻
（
同
県
石
巻
市
）、
中
村
（
福
島
県
相
馬
市
中
村
）
と
い
う
三
つ
の
地
域

に
関
わ
る
史
料
を
選
ん
で
展
示
を
構
成
し
た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
で
の

近
江
商
人
の
活
動
実
態
と
合
わ
せ
て
、
飢
饉
や
水
害
・
地
震
な
ど
の
記
録
と
い
っ

た
、
今
後
の
被
災
地
現
地
で
の
歴
史
復
元
の
た
め
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
情
報
が
含

ま
れ
る
も
の
を
な
る
べ
く
多
く
取
り
上
げ
た
。

　
実
際
の
展
示
は
、「
み
ち
の
く
で
商
う
―
①
仙
台
」、「
み
ち
の
く
で
商
う
―
②

石
巻
・
中
村
」、「
み
ち
の
く
の
名
所
を
た
ず
ね
る
」、「 

み
ち
の
く
の
歴
史
を
記

録
す
る
」
の
四
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
し
た
。
こ
の
う
ち
二
番
目
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

石
巻
市
と
相
馬
市
よ
り
、
震
災
前
と
そ
の
直
後
の
旧
北
上
川
河
口
及
び
松
川
浦
の

状
況
を
撮
影
し
た
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
化
し
て
掲
示
で
き
た
。

　
観
覧
者
数
は
四
三
〇
人
（
学
外
三
四
八
人
・
学
内
八
二
人
）
で
あ
り
、
前
年
よ

り
一
七
一
人
減
少
し
た
。
こ
ち
ら
も
会
期
が
一
週
間
短
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

滋
賀
県
ほ
か
関
西
圏
で
の
東
日
本
大
震
災
や
被
災
地
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
も
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
と
言
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
料
館
自
身
と
し
て
も
、
観
覧

者
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
広
報
の
手
段
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
今
回
の
企
画
展
が
、
滋
賀
と
東
北
を
つ
な
ぐ
新
た
な
地
域
連
携
の
出
発
点

と
な
る
よ
う
、
東
北
へ
向
け
て
よ
り
一
層
の
史
料
情
報
を
発
信
す
る
方
法
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
計
七
回
開
催
し
た
。
関
連
講
演
会
へ
の
出
席
者
は
三
六

人
で
あ
っ
た
。 

（
青
柳
）

◇
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査

　
今
年
度
よ
り
、史
料
館
で
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
A
））「「
菅

浦
文
書
」
の
総
合
調
査
及
び
村
落
の
持
続
と
変
容
の
通
時
代
的
研
究
」（
研
究
代

表
者
・
青
柳
周
一
、五
年
間
）
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
研
究
分
担
者

（
滋
賀
大
学
・
滋
賀
県
立
大
学
・
琵
琶
湖
博
物
館
の
教
員
・
学
芸
員
）
お
よ
び
研

究
協
力
者
（
福
井
県
教
育
委
員
会
職
員
、
京
都
大
学
院
生
お
よ
び
O
B
・
滋
賀
県

立
大
学
の
大
学
院
O
B
）、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
研
究
補
助
者
と
共
に
、

重
要
文
化
財
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
菅
浦
文
書
」

中
の
史
料
一
点
ご
と
に
、
研
究
史
上
で
ど
の
よ
う
に
解
読
・
解
釈
さ
れ
て
い
る
か

を
点
検
し
て
デ
ー
タ
化
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
の
翻

刻
文
を
原
本
と
照
合
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
を
実
施
し
た
（
原
本
保
護
の
観
点

か
ら
、
実
際
の
照
合
作
業
に
は
主
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
使
用
）。『
菅
浦
文
書
』
で

の
人
物
・
年
代
比
定
や
史
料
名
な
ど
も
再
検
討
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
昨
年
度

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

　
第
五
十
号

一
〇
八



で
終
了
し
た
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
B
）「
中
・
近
世
「
菅
浦
文
書
」

の
総
合
的
調
査
・
公
開
と
共
同
研
究
―
中
・
近
世
村
落
像
の
再
検
討
」
の
成
果
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
作
業
は
研
究
会
形
式
で
六
回
行
っ
た
。
ま
た
、
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
で
現
地

史
料
の
調
査
と
撮
影
を
二
回
行
っ
た
。 

（
青
柳
）

◇
博
物
館
実
習

　
九
月
一
〜
九
日
の
、
土
日
を
除
く
七
日
間
の
日
程
で
、
筑
波
大
学
四
年
生
一
人

を
受
け
入
れ
、
博
物
館
実
習
を
行
っ
た
。 

（
青
柳
）

◇
史
料
整
理

「
た
ね
や
近
江
文
庫
文
書
」
一
六
一
点
、「
平
林
村
文
書
」
二
八
九
点
、「
南
部
辰

右
衛
門
家
文
書
」
一
一
九
点
、「
山
根
甚
左
衛
門
家
文
書
」
二
五
点
、「
谷
村
英
雄

家
文
書
」
六
五
点
、「
谷
村
英
雄
氏
文
書
」
二
〇
点
、「
西
川
瀬
右
衛
門
家
文
書
」

二
九
点
、「
福
性
寺
文
書
」
三
〇
点
、「
中
多
良
村
田
中
家
文
書
」
四
五
点
、「
岩

佐
九
兵
衛
家
文
書
」
四
一
八
七
点

◇
発
行

　「
S
A
M
に
ゅ
う
す
」
四
四
号
、
四
五
号

　『
東
日
本
大
震
災
五
年 

近
江
商
人
と
み
ち
の
く
』（
平
成
二
八
年
度
企
画
展
図
録
）

◇
学
内
雑
誌
掲
載
日
本
史
論
文

『
彦
根
論
叢
』
第
四
〇
八
号
「〈
研
究
ノ
ー
ト 

〉『
文
芸
民
族
』
と
い
う
場
所
（
１
） 

一
九
四
〇
年
に
香
川
で
創
刊
さ
れ
た
同
人
誌
を
知
る
」
阿
部
安
成

同
「〈
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
教
育
実
践
」〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
「
地
域
に

お
け
る
歴
史
資
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
の
実
践
論
」

　
・ 「
受
講
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
資

料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
の
実
践
論
」
を
と
お
し
て
」
坂
野
鉄
也 

　
・「
歴
史
資
料
を
め
ぐ
る
実
践
教
育
―
現
場
へ
出
向
き
、現
場
で
学
ぶ
」
青
柳
周
一

　
・「
史
資
料
の
保
存
・
公
開
と
法
」 

須
永
知
彦

　
・「
G
M
T
（
ぢ
も
と
）」
阿
部
安
成 

　『
彦
根
論
叢
』
第
四
〇
九
号
「
官
立
高
等
商
業
学
校
教
育
に
お
け
る
人
格
養
成 

彦

　
根
高
等
商
業
学
校
本
科
の
「
哲
学
概
論
」
と
「
文
化
史
」
を
め
ぐ
っ
て
」

　
今
井
綾
乃

　
同
「〈
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
教
育
実
践
」〉
経
営
史
を
学
び
教
え
る
こ
と
」

　
井
澤
龍

　 『
彦
根
論
叢
』
第
四
一
〇
号
「
遊
覧
鉄
道
発
起
の
虚
構
性 

八
幡
電
気
軌
道
の
観
光

　
社
会
学
的
考
察
」
小
川
功

　 

同
「〈
資
料
紹
介
〉
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑩

　
手
づ
く
り
の
記
録

　
国
立

　
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
」
阿
部
安
成

　 『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
年
報
』
第
二
三
巻
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
高
等
商
業
学
校

「
商
業
道
徳
」
科
の
素
描
―
「
商
業
家
」
の
た
め
の
倫
理
と
は
―
」
坂
野
鉄
也

同
「〈
研
究
動
向
〉「
を
生
き
た
」「
に
生
き
る
」を
問
う
│
『
星
ふ
る
さ
と
の
乾
坤
』

と
『
理
性
主
義
と
排
除
の
倫
理
』
を
読
む
│
」
阿
部
安
成
・
石
居
人
也

同
「〈
資
料
紹
介
〉
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑦ 

手
づ
く
る
と
，戦
（
た
た
か
）

ひ
と
，
挙
島
へ
│
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に

む
け
て
│
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.244

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
② 

手
づ
く
り
で
詠
む

―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.245

「
楓
の
手
づ
く
り
―
国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園
に
お

彙
　
報

一
〇
九



け
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
期
の
総
合
誌
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.246

「
楓
の
印
刷
―
国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園
に
お
け
る

第
二
次
世
界
大
戦
後
初
期
の
文
芸
誌
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.249

「
な
ぞ
る/

た
ど
る
―
国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
社
会

交
流
会
館
特
別
企
画
展
「
入
所
者
た
ち
の
足
跡
」
批
評
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.250

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
③ 

手
づ
く
り
で
偲
ぶ
―

国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.251

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
④ 

手
づ
く
り
で
悼
む
―

国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.252

「「
実
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ 

東
京
高
商
・
東
京
商
科

大
学
商
学
専
門
部
の
英
語
教
育
に
お
け
る
神
田
乃
武
の"culture"

」
坂
野
鉄
也

W
orking Paper N

o.253

「「
星
塚
敬
愛
園
を
生
き
た
人
々
」は
、描
け
な
い
―『
星

ふ
る
さ
と
の
乾
坤
』
を
読
む
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.254

「「
沖
縄
愛
楽
園
に
生
き
る
」
こ
と
へ
の
説
諭
―
『
理

性
主
義
と
排
除
の
論
理
』
を
読
む
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.255

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑤ 

手
づ
く
り
を
保
つ
―

国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.256

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑥ 

手
づ
く
り
で
伝
え
る

―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.257

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑧ 

手
づ
く
り
が
震
え
戦

（
お
の
の
）
く
―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に

む
け
て
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.258

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑨ 

手
づ
く
り
が
続
き
、

ま
た
、
新
た
に
―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に

む
け
て
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.259

「
シ
リ
ー
ズ
『
青
松
』
を
読
む
⑪ 

手
づ
く
り
で
録
す

―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
関
係
史
料
の
保
存
と
公
開
と
活
用
に
む
け
て
―
」

阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.260

「
帝
国
日
本
の
国
際
課
税
制
度
と
特
質
―
英
米
と
の

比
較
を
通
じ
て
―
」
井
澤
龍

W
orking Paper N

o.263

「
谷
本
富
の
「
新
人
物
論
」
に
お
け
る
商
業
道
徳
論 

中
島
力
造
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ラ
ン
ブ
ル
・
ラ
ッ
ド
と
の
比
較
」
坂
野
鉄
也

◇
史
料
館
職
員

館
長
・
専
任
教
員
　
青
柳
周
一

兼
任
教
員
　
須
永
知
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学
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員
　
堀
井
靖
枝
　
南
田
孝
子

非
常
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溝
口
智
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◇
運
営
委
員

　
金
子
孝
吉

　
坂
野
鉄
也

　
山
田
和
代

　
渡
邊
凡
夫

　
井
澤
龍
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